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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

歯科特集を掲載している
『ＦＲａＵ』５月号　　

土砂投入前の沖縄・辺野古の砂浜
（2014年撮影）

日
時　

７
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
京
都
府
長
岡
京
市

調
子
３
―
１
―
１
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

定
員　

15
人

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ブ
ル
ワ
リ
ー
見
学

北
河
内
地
区

日
時　

６
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

中
西
正
氏
（
徳
島
大
学 

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

歯
科
保
存
学
分
野
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
髄
炎
お
よ
び
根
尖
性
歯
周
炎
の
病
態
と
臨
床

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

働
き
方
改
革
関
連
法
対
応
セ
ミ
ナ
ー

―
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
な
ど
罰
則
付
き
の
改
正
事

項
を
中
心
に
―

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

坪
田
有
史
氏
（
東
京
都
文
京
区
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
科
接
着
を
活
用
し
た
支
台
築
造
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

―
支
台
築
造
の
基
本
か
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
レ
ジ

ン
コ
ア
ま
で
―

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

５
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
階
（
弁
天
町
）

講
師　

 

中
島
美
砂
子
氏
（
元
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
所
幹
細
胞
再
生
医
療
研
究
部
部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

２
０
０
人

歯
髄
幹
細
胞
に
よ
る
歯
髄
再
生
医
療
―
再
生
の
革
新

的
技
術
と
は

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
54
回
定
期
総
会　

記
念
講
演

　

１
週
間
当
た
り
の
診
療
時

間
で
は
、
36
〜
40
時
間
の
区

分
が
最
多
の
33
・
１
％
だ
っ

た
。
年
代
別
に
み
る
と
、
40

歳
代
〜
70
歳
代
以
上
ま
で
は

　

沖
縄
に
と
っ
て
憲
法
と
は

何
だ
ろ
う
か
。

　

１
９
７
２
年
の
日
本
復
帰

は
平
和
憲
法
を
い
た
だ
く
日

本
へ
の
復
帰
を
願
っ
た
、
長

年
に
わ
た
る
運
動
の
結
果
だ

っ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
の
人

々
の
「
基
地
の
な
い
平
和
な

沖
縄
」
と
い
う
望
み
は
裏
切

ら
れ
、
広
大
な
基
地
は
残
さ

れ
、
海
も
空
も
米
軍
の
自
由

使
用
の
下
に
あ
る
。
そ
し
て

今
、
貴
重
な
自
然
を
破
壊
し

て
新
た
な
基
地
建
設
が
強
行

さ
れ
て
い
る
。

　

少
な
く
と
も
基
地
政
策
を

巡
っ
て
は
、
沖
縄
に
は
憲
法

は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
現

実
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て

「
構
造
的
差
別
」
と
い
う
言

葉
が
一
般
化
し
て
い
る
。

　

沖
縄
に
過
重
な
基
地
負
担

を
押
し
付
け
続
け
て
い
る
こ

と
。
そ
の
改
善
・
解
消
を
求

め
る
民
意
を
踏
み
に
じ
っ
て

い
る
こ
と
。
米
軍
の
特
権
を

許
し
、
米
兵
犯
罪
や
爆
音
な

ど
の
基
地
被
害
を
野
放
し
に

し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は

沖
縄
に
お
い
て
の
み
、
顕
著

に
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日

米
両
政
府
と
多
数
派
で
あ
る

日
本
国
民
に
よ
る
植
民
地
主

義
で
あ
り
、
構
造
的
差
別
で

あ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

「
構
造
的
差
別
」

　

「
構
造
的
差
別
」
は
沖
縄

現
代
史
研
究
の
第
一
人
者
で

昨
年
亡
く
な
っ
た
新
崎
盛
暉

武
装
化
、
沖
縄
の
分
離
・
軍

事
支
配
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
、「
構
造
的
沖
縄
差
別
の

上
に
成
り
立
つ
対
米
従
属
的

日
米
関
係
」
を
形
成
し
て
い

る
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

国
民
主
権
を
根
幹
に
置

き
、
当
時
の
最
先
端
の
人
権

条
項
を
備
え
た
日
本
国
憲
法

の
意
義
は
重
要
で
あ
る
。
一

方
で
、
日
本
国
憲
法
は
、
第

１
章（
１
〜
８
条
）で
象
徴
天

皇
制
と
い
う
形
で
天
皇
制
を

温
存
し
、第
２
章（
９
条
）で

日
本
を
武
装
解
除
す
る
も
の

で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
沖

縄
を
軍
事
要
塞
化
し
て
米
軍

の
軍
事
活
動
を
維
持
す
る
こ

と
と
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。

天
皇
が
お
墨
付
き

　

米
国
は
東
京
裁
判
で
天
皇

免
責
に
成
功
し
、
ま
る
で
そ

の
報
酬
で
あ
る
か
の
ご
と
く

昭
和
天
皇
は
１
９
４
７
年
９

月
、
沖
縄
を
半
永
久
的
に
米

国
に
売
り
渡
す
「
天
皇
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
米
国
に
伝
え

た
。
同
年
５
月
３
日
の
日
本

国
憲
法
施
行
よ
り
後
の
こ
と

で
あ
る
。
憲
法
で
国
事
行
為

が
限
定
さ
れ
た
は
ず
の
天
皇

に
よ
る
も
の
だ
。
米
国
が
望

ん
で
い
る
こ
と
に
象
徴
天
皇

が
憲
法
を
超
え
て
お
墨
付
き

を
与
え
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
日
本
に
米
軍

を
駐
留
さ
せ
る
と
と
も
に
、

沖
縄
を
切
り
離
し
て
軍
事
要

塞
化
を
図
る
と
い
う
こ
と

が
、
１
９
５
２
年
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
日

米
安
保
条
約
と
い
う
形
で
整

え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本

本
土
に
い
た
米
海
兵
隊
が
、

朝
鮮
戦
争
休
戦
後
に
反
米
反

基
地
闘
争
に
押
し
出
さ
れ
る

形
で
軍
政
下
の
沖
縄
に
移
っ

て
い
っ
た
。

護
憲
的
立
場
か
ら

　

「
構
造
的
差
別
」
の
意
味

と
し
て
、
差
別
が
構
造
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
加
害
者
側

に
差
別
し
て
い
る
と
い
う
自

覚
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
米

国
・
日
本
・
沖
縄
の
歴
史
と

現
状
か
ら
、
日
本
国
憲
法
を

見
つ
め
直
す
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
憲
法
改
正
は
何
と

し
て
も
食
い
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
、
天
皇
制

や
「
国
民
」
と
い
う
言
葉
な

ど
、
現
在
の
憲
法
に
疑
問
な

し
と
は
思
わ
な
い
。
護
憲
的

立
場
に
立
ち
つ
つ
、
沖
縄
か

ら
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か

を
問
い
返
し
な
が
ら
、
根
本

か
ら
議
論
す
る
こ
と
を
望
み

た
い
。

い
ず
れ
も
36
〜
40
時
間
が
最

多
に
な
っ
て
い
る
が
、
若
い

世
代
に
な
る
ほ
ど
診
療
時
間

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

　

70
歳
代
以
上
で
は
41

時
間
以
上
は
16
・
８
％

だ
が
、
年
代
が
下
が
る

ほ
ど
増
加
し
、
40
歳
代

で
は
48
・
５
％
を
占
め

た
。〝
働
き
盛
り
〞
と

呼
ば
れ
る
層
の
長
時
間

診
療
の
実
態
が
浮
か
び

上
が
る
。

　

特
に
30
歳
代
で
は
46

〜
50
時
間
が
最
多
の
31

・
８
％
を
記
録
。
51
時

間
以
上
も
13
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

仮
に
週
50
時
間
診
療

を
１
カ
月
続
け
る
と
約

氏
が
提
唱
し
た
概
念

で
あ
る
。
単
に
現
在

の
基
地
の
過
重
負
担

の
み
を
指
す
も
の
で

は
な
く
、
米
国
・
日

本
・
沖
縄
の
関
係
に

お
い
て
戦
後
史
を
貫

い
て
存
在
す
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
象
徴

天
皇
制
、
日
本
の
非

２
０
０
時
間
と
な
る
。
一
般

の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
月

平
均
総
実
労
働
時
間
１
６
９

時
間
（
厚
労
省
・
毎
月
勤
労

統
計
調
査
）
と
比
べ
る
と
、

歯
科
医
師
の
長
時
間
診
療
が

際
立
つ
。
開
業
医
の
場
合
、

休
診
日
で
あ
っ
て
も
レ
セ
プ

ト
業
務
や
雇
用
管
理
な
ど
に

忙
殺
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

実
際
の
労
働
時
間
は
さ
ら
に

増
え
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
新
規
開
業

で
は
「
夜
10
時
ま
で
診
療
」

「
土
日
も
診
療
中
」
な
ど
と

宣
伝
す
る
医
院
も
少
な
く
な

い
。
低
歯
科
医
療
費
政
策
の

下
で
、
初
期
投
資
を
回
収
す

る
た
め
に
診
療
時
間
を
延
ば

さ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
伺

え
る
。

一週間当たりの延べ診療時間（休み時間を除く実時間） （％）

2018年度
分析！！

会員意見調査

④

全体 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

30時間未満 8.1 0.0 4.7 6.4 12.1 22.2

30～35時間 17.3 4.5 12.5 14.1 27.3 27.8

36～40時間 33.1 27.3 34.4 30.8 36.4 33.3

41～45時間 19.0 22.7 29.7 20.5 9.1 5.6

46～50時間 15.7 31.8 14.1 20.5 9.1 5.6

51時間以上 6.5 13.6 4.7 7.7 4.5 5.6

若年層の長時間診療
30歳代は月200時間も

憲法適用されない沖縄
ジャーナリスト・米倉外昭

法
律　

６
月
３
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

６
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

６
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

い
る
。

　

▽
歯
医
者
さ
ん
に
行
こ

う
！
▽
最
新
歯
科
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
▽
ス
マ
イ
ル
は
美
の
特

効
薬
―
―
な
ど
、
歯
科
治
療

や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
ま
つ
わ
る

話
題
を
約
90
㌻
に
わ
た
っ
て

掲
載
。
健
康
な
歯
を
維
持
す

る
た
め
に
、
歯
が
痛
く
な
っ

て
か
ら
受
診
す
る
の
で
は
な

く
、「
ヘ
ア
サ
ロ
ン
感
覚
で
、

歯
医
者
さ
ん
を
利
用
す
る
」

こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

本
紙
の
連
載
「
北
欧
の
歯

科
医
療
最
前
線
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

２
」
を
担
当
し
て
い
る
西
真

紀
子
氏
が
登
場
し
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
予
防
歯
科
事
情
に

つ
い
て
解
説
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
国
民
の
８
〜
９
割
が
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
通
っ

て
い
る
こ
と
や
、
年
齢
を
重

ね
て
も
歯
を
失
っ
て
い
な
い

実
態
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
。

　

女
性
向
け
情
報
誌
『
Ｆ
Ｒ

ａ
Ｕ
』（
フ
ラ
ウ
）
は
、
３

月
22
日
発
売
の
５
月
号
で

「
キ
レ
イ
な
歯
で
笑
お
う
。」

を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

90
㌻
に
わ
た
り
歯
科
特
集

西
真
紀
子
氏
も
登
場
／
Ｆ
Ｒ
ａ
Ｕ
５
月
号

　

憲
法
施
行
72
年
、
沖
縄
の
日
本
復
帰
47
年
を
迎
え
た

５
月
。
こ
の
２
つ
を
め
ぐ
る
沖
縄
の
現
実
と
県
民
の
思

い
を
、
沖
縄
在
住
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
聞
い
た
。

憲　法
記念日

特 集

５・３　　


